
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2023 年 5 月 7 日（日）松山市総合福祉センターにて、10 時より総会を開催しました。 

正会員 46 名の内、出席者 15 名・委任状 19 名で、定足数 23 名を満たし総会は成立しました。

引き続きよろしくお願いいたします。 

 

第 1 号議案 2022 年度事業報告  

第 2 号議案 2022 年度収支決算書 

第 3 号議案 2023 年度事業計画案 

第 4 号議案 2023 年度収支予算案 

第 5 号議案 2023 年度正会員会費の減額案 

第 6 号議案 2023 年度役員改選案 

全て承認されました。 

 

◇2023年度事業計画 

・傾聴による子ども電話開設 

・カード配布 キャンペーンカード、常設カ

ード年 2 回配布県内小・中・高校配布 

・社会啓発活動 

・機関誌「響」年 4 回発行 

・全国、中四国のチャイルドラインと交流、

ネットワーク活動 

・他機関との交流、訪問 

・第 23 期受け手養成講座開催 

・継続研修開催 

・支え手研修開催 

・運営委員定例会開催 

・祝休日電話相談事業 

・「イオンの黄色いレシートキャンペーン」 

参加 

・福祉センターまつり参加 

 

 2023 年度総会を無事迎え、終えることが出来ました。この総会でスタッフの方が、「ボラン

ティアを経験し、かかわる皆さんの熱意と努力に感動しました。受け手の方、寄付された方、

色々な作業をされた方、児童相談所に参加された方、皆さんの強い思いで成り立っていること

が素晴らしいと思いました。」と語られ、少しずつでもまた前を見て進んでいこうと感じました。 

 

 

2022 年度ご寄付くださった方々 

国際ソロプチミスト松山様、高下道子様、川口梅子様、重松章子様、大江昌美様、 

松尾達子様、中野 裕子様 

他に匿名の方より多額のご寄付をいただきました。 

皆様心を寄せていただき大変ありがとうございました。身が引き締まる思いです。 

大切に使わせていただきます。 
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（ひびき） 

2023 年 6 月 1 日発行 

 

2023年度総会報告 

ご支援ありがとうございます 



 

 

電話概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャイルドライン＆子ども電話「ひびき」  1年間の統計 (2022.4.1～2023.3.31) 

【総着信数】 ３，３１４件 

【会話成立数】  ６６６件 

【開設日数】     ７２日 

【２１年間の総合計】  ５３，３１９件（２００２年３月～） 

                               

                                          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電話内容】 



 

 

3 月 25日（土）10:00～12：00 松山市総合福祉センター交流室 

講師：村上由美子氏  司会進行：継続研修担当スタッフ  参加者：10名 

テーマ：「アサーションについて学ぶ」 

 

 前回に引き続き今回も村上由美子氏に研修していただきました。テーマはアサーション 

（I am OK→You are OK   I am OK が先）アサーションは知っているだけではダメで、ト

レーニングしなければ身につかないそうです。 

自分の思いを相手を傷つけないように伝えたいが、どんなに配慮しても相手が傷つくことは

あるし、人を傷つけてしまうかもしれないという覚悟が必要。私が傷つけたいと思っている

ことではなく、傷つけたらしようがない、人を傷つけないようにと思っていたら自分が傷つ

いてしまうかもしれないから、そういうこともあるかもしれないと覚悟することがアサーシ

ョン。 

人のことばかり考えていると、自分の本当の心と頭が置き去りになる。判断するのはこの場

にふさわしいかどうか、拒否されるかもしれないけど、私の意見を出す、自分の欲望を出し

てみる練習がアサーション。 

私には間違いや失敗をする権利があります。私にはこれらの権利を使

うかどうかを選ぶ権利があります。でも、人を操作する権利はない。

自分がどうしたか、どうありたいか、それを自分で決めていいという

ことです。そのためには覚悟が必要です。 

チャイルドラインでかけてくる子どもの声を私が聴きたいと思ってい

るのはアサーティブ、聴いてあげなければいけないはアサーティブではない。 

参加された方の感想に、アサーションを学ぶことは、とらわれない自由な心を得ること、 

自分自身の感情に気づくことも必要。自分のありのままを受け止められる、そんな自分のた

めの学びだと知りました。とありましたが、本当にその通りです。決してアサーティブでは

なかった私ですが、学ぶことで少し気が楽になる感じがしました。無理してアサーティブに

なる必要はないということも、自分を大事に、自分を知ることは自己尊重ということも含め

て、気持ちが軽くなりました。 

 

 

 

  

2023 年度がスタートしました。皆様のご理解ご支援があったから、そしてスタッフの方々

の思いとボランティア力があったから、継続してくることができた 22 年間です。 

運営委員も少しずつ増え、いろんな意見が出て、これからも子どもの声を中心に、大切にし

ていく活動を続けていきます。アサーションも学び、自分の声も聴き、自分も大事にしてい

きたいと思いはじめました。（染） 

 

  

 

3月受け手のための継続研修 


